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クラス授業で行われる音読に対する教師の目的意識
～外国人学習者に対する日本語教育現場での調査から～
茂 住 和 世＊ 足 立 尚 子＊＊
日本語教育においては読解授業で学習者に教材の音読をよくさせている。文章を読むことは本来黙読
であるのに音読させる意義は何なのか。本稿では日本語教師に対する質問紙により教授法としての効果
的な音読を考える第一段階として、教師の経験則に基づく音読の目的を調査した。集められた回答をKJ
法を用いて分類した結果、回答数の多い順に＜学習者の気づきを促す＞、＜内容理解＞、＜体感・体得
させる＞、＜教師によるチェック＞、＜クラス運営上のテクニック＞、＜心理的援助＞という六つのグ
ループに分けられた。最も多かったのは音読によって学習者に自分の発音に気づかせたり、新出語彙に
注目させたりするという目的であった。また、学習レベルや授業進行における差も見られた。更に、音
読にはマイナス面があるかという調査結果との比較を行ったところ、学習者の理解や意欲等の面におい
て音読させる目的とは相反する考えが見られた。
キーワード：日本語教師，読解授業，音読の目的，質問紙調査
Teachers' Reasoning Towards the Use of Students' 'Reading Aloud' in Class：
Based upon an Investigation Using 
Questionnaires Directed to Japanese Language Teachers
Kazuyo MOZUMI and Naoko ADACHI
"Reading" is usually thought of as reading silently to oneself, but in Japanese language teaching,
teachers always make students read aloud in class. What are the reasons for this？ The authors
conducted an investigation into teachers' reasons for having students read aloud in class, via
questionnaires. Answers were analyzed using the KJ method.
Results show that the teachers' sense of purpose could be classified into six groups： To have
students note specific learning points； To have students understand the contents； To have
students obtain a feeling for the Japanese language； To test or check students； To enable better
management of the class； and, To provide mental support to the students.
The first of these （To have students note specific learning points） was the most common. This
reveals that teachers hope that their students will notice errors in their pronunciation, and pay
attention to new words, by reading aloud. Also observed were the differences in all levels of learning,
and the progression of class lessons. Moreover, there were completely opposite opinions as to
whether reading aloud has a positive or negative influence on students.
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＊＊Tokyo University of Information Sciences, Faculty of Informatics, Department of Media and Cultural Studies
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＊＊Independent Administrative Institution Japan Student Services Organization Tokyo Japanese Language Education Center
＊＊（part-time instructor）
1. 研究の目的と背景
音読は書かれたものを声に出して読む行為である
が、新聞、書籍などを音読することは日常の自然な活
動ではない。しかし、日本語教育、英語教育等の語学
教育においては、音読はよく行われている活動である。
会話教材はもとより、日常生活では黙読しているよう
な論説文や小説なども授業では個々に、または一斉に
声を揃えて繰り返し音読する。以下、英語教育及び日
本語教育における音読について概観した上で、本稿の
目的について述べる。
１－１ 英語教育における音読の現状
新里（1991）１は、英語教育における音読の最大の問
題点は、その目的・意義が明確にされないまま行われ
ていることであると述べ、意味もなく機械的に実行し
ていること、段階的な指導がなされていないこと、学
習者が意味を考えずに読むことや、退屈な作業になっ
てしまうことなどの問題点を挙げている。次重（1976）２
は、音読は文字を音声化することに集中するために、
そこに存在するはずの意味内容が頭の中に入らず、意
味内容を考えない空読み（eye－mouth reading）に終
わりやすいと述べている。田中（1989）３は「成人にお
ける黙読と理解の関係は、音読とそれとの関係よりも
有効であった。この事実は、社会的・文化的影響とは
別に、情報処理の効率に基づくと考える方が自然であ
ろう」と音読は黙読に比べ内容理解が効率的に行われ
ないと指摘している。天満（1983）４は正確な発音の訓
練に音読は欠かせないが、意味把握を目的とする読み
の学習には黙読が必要であると述べている。このよう
に英語教育における音読は、目的・意義を明確にされ
ていないままに行われ、理解を妨げたり、学習者の意
欲をそぐことなどの問題点があると言われている。し
かし、同じ英語教育においてこれらとは対照的に、音
読をすることで内容理解が行われたり、あるいは内容
理解が一層深まったりする（河合1986）５、音読を何回
も繰り返す過程で、おぼろげに内容の意味がわかって
くる者が出てくる（榊原1999）６、音読は記憶の観点か
らすれば語彙を増強する最善の方法である（松村1987）７
という研究も見られる。
１－２ 日本語教育における音読の現状
日本語教育の現場でも音読は、英語教育と同様よく
行われている。実践例としては下記のようなものが散
見される。木村（1988）８は、初級では授業開始時に読
解教材を初めて見た時にまず教師が読み、リピートを
させ、次に学習者に個別に読ませると述べている。鈴
木（1999）９は、中級では教師がこれから学習する段落
をまず読み聞かせ、次に学習者にリピートさせる、そ
してその段落の学習が終わった時に学習者に個別に読
んでもらったほうがよいと述べている。三井（1997）10
は、中級・上級の速読クラスの場合、黙読しタスク終
了後、学習者或いは教師が音読するという方法を示し
ている。このように日本語教育においても音読をさせ
る教師は多く、また音読のさせ方は学習段階や教師に
よって様々である。
教師用指導書として書かれたものを見ると、石田
（1999）11は、漢字の読みを正しく覚えさせるために
「読解は先ず音読から入る」ことを提唱し、学習者の
音読を聞くことによって内容をどの程度理解している
かが大体つかめると述べている。また、北條（1990）12
は、初級後半、及び中級段階の読解指導について「精
読の場合は特に音読が行われる。それは漢字の読み方
を確かめるためだけでなく滑らかな文章読みは文章の
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十分な意味理解に通じるからである」と述べている。
その一方で、三牧（1996）13は音読は発音に注意が向か
い、内容を理解することがおろそかになるため、読ん
で理解する「読解」を目的とする以上、黙読させるの
が基本であると述べ、読解授業の音読に対しては否定
的である。
１－３ 研究の目的
以上のように、外国人学習者に対する日本語教育に
おいても音読はよく行われているが、音読に対する考
え方には肯定、否定いずれも見られる。その一方で、
現場の日本語教師に対する調査では、回答者の約９割
は読解授業において音読を行っていることが明らかに
された（足立・鎌田・茂住2002）14。しかし、教師がど
のような目的で音読を行っているかは明確ではない。
果たして、日本語教育における音読はどうあるべきな
のか。音読のあり方を検討するためには、教師の音読
の目的を明らかにし、意図した通りの効果があるのか
を検証する必要がある。本稿ではその第一段階として
教師が音読を実際に何のために行っているのか、すな
わち教師の経験則に基づく音読の目的をアンケート調
査により明らかにしようとするものである。
2. 調査の概要
２－１ 調査対象
日本語教育経験３年以上の現職の日本語教師を対象
にした。経験３年未満の教師は、中級、上級の教授経
験がない教師が多かったため調査対象から外した。
２－２ 調査方法
アンケート調査を行い、郵送で回収した。
２－３ 調査内容
「長文（会話文を除く）を用いたクラス読解授業に
おける音読について質問します」という指示で、「音
読の目的」を記述してもらった。クラス授業とは教室
形態で行われる授業とし、成人学習者対象の授業につ
いて考えてもらった。また、音読とは「会話文以外の
ある程度の長さとまとまりのある文章を声に出して読
むこと」と定義し、アンケートに明示した。
回答方法は以下の通りである。まず、学習者のレベ
ルによって目的が異なると考えられることから、初級、
中級、上級と、レベル別に記述してもらうことにした。
これに加え、クラス授業の中で、読解教材に初めてふ
れる時に音読を行う場合、読解の授業を進めながら音
読を行う場合、その読解文についての学習が終わった
時という三つの時点によって目的も異なると予想でき
るため、それぞれの時点ごとに分けて記述してもらっ
た。
3. 結果と考察
アンケート回収率は33％で、116名の教師から回答
が得られた。教師のプロフィールは表１を参照された
い。日本語教育経験、教授対象者に偏りがなく、広い
範囲の日本語教師からのデータが得られたと判断した。
３－１ 分析方法
自由記述により集まった内容を、KJ法15を用いて分
類し、項目化した。その手順は以下の通りである。ま
ず、質的に類似していると考えられるものを同一項目
としてまとめた。次に、それぞれの項目の内容からさ
らに共通点があるものをひとつのグループとして統合
した。項目、グループごとに何人の教師が回答したか
も集計したが、一人の教師の回答した項目が同一のグ
ループに複数ある場合は、グループごとの回答者数は
１とカウントした。そのため項目の人数の合計はグル
ープの人数の合計にはなっていない。
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13 三牧陽子（1996）『日本語教授法を理解するための本　実践編　解説と演習』バベルプレス
14 足立尚子・鎌田実樹・茂住和世（2002）「音読に対する教師の意識―マイナス面を中心に―」平成14年度日本語教育学会春季大会予
稿集
15 KJ法とは、自由記述やインタビューにより集められたデータを、小グループから中グループ、大グループへと組み立てて統合的な
イメージによってまとめる方法である。
表１：回答者の内訳
３－２ 分析結果
各々の書かれた内容の重なりを省いた結果、音読の
目的は47項目あった。さらにこれらをグループ化した
ところ、６つのグループに分けられた。グループごと
にKJ法の結果を示し、その特徴を以下に示す。（各図
の（ ）内は人数、％表示は教師116名中の割合であ
る。回答者数の少ない項目は人数を示していない。）
グループ１：音読することで学習内容に対する気づ
きを促す
音読することで、学習者自らが理解していない部分
に気づく、これから何を学習するかを確認することな
どを教師が期待しているというものをまとめた。
「音声による確認」が最も多く、発音の正誤や単語
のまとまり、また漢字をどう読むかを音読することで
学習者自身に確認させようとしている。「文構造の把
握」が次に多いが、これはどこまでが主部や述部にあ
たるか、連体修飾節と非修飾語の関係を認識している
かなど、音読で一文一文がどのような構造になってい
るのかつかませようとするものである。「語彙の確認」
は、声に出して発音することで文中の語彙の意味を確
認させるというものである。「学習事項の確認」は文
章読解の後、どんなことを学習したのか、新しい文法、
語彙、言い回し等を確認させようというものである。
つまり、このグループの音読の目的は学習者自身が
声に出して読むことで表記・語句・文単位までの理解
や習得を促そうというものであると言える。
グループ２：読解のために音読を用いる
音読は、読解文章の内容を理解するためにさせると
いうものをまとめた。「文意・内容の確認」が最も多
く、音読によって文章レベルでの意味を理解させ、文
章の内容を確認させようとするものである。また、
「大意把握」、つまり文章の大意を音読させてつかませ
ようとする教師も多い。
このグループの音読の目的は文章・段落のような、
グループ１よりも大きな単位での内容の理解を学習者
に求めるものである。
グループ３：教師が音読をさせて学習者の学習状況
をチェックする
一人一人の学習者の日本語の習得度を音読によって
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教師が把握しようという目的のものをまとめた。「理
解度を知る」が最も多い。これは、（授業のはじめに）
文章の意味がどの程度わかっているか、（授業終了時
に）既習の語や文の意味や内容を理解しているかにつ
いて音読させることで教師がチェックをするというも
のである。さらに、読解文章を初めて見た学習者がど
のくらい正しく読めるか、また予習をしてきたかどう
かを一人一人音読させてその学習状況を把握するとい
う目的が続く。このグループの目的は、音読により学
習者に何かを学ばせようとするのではなく、意味がわ
かっているか、正しい読み方を知っているかなどをそ
の学習者の音読の巧拙により教師が判断しようとする
ものである。
グループ４：クラス授業を円滑に進めていくために
音読を行う
音読をクラス授業にめりはりをつける手段として用
いる、というものをまとめた。現在文章のどの部分を
学習しているのか確認させるためその部分を音読させ
るという目的と授業の終了時にもう一度声に出して読
むことでまとめや仕上げとする、という目的が多い。
このグループは、クラス授業の流れが単調にならな
いように、また、教師からの説明だけの授業にならな
いよう、学習者の授業への参加度を高めるために音読
という手段を用いている。
グループ５：音読を繰り返すことで日本語を体で感
じたり、おぼえさせたりする
何度も声に出して読ませることで音声言語としての
日本語を体感しておぼえさせようとするものをまとめ
た。たどたどしくても文字が正しく読めればいいとい
うのではなく、自然なスピードで滑らかに読むという
目的が最も多い。この他、外国語としての日本語を音
読することでその音の響きやリズム、内容を改めて鑑
賞する、また、音読を繰り返して、学習したことを確
実に身につけさせるという目的も見られた。
このグループは何かを理解させるためではなく、
「声に出して読む」ことそのものを目的とし、そこか
ら自然発生的に日本語を体感、体得することを目指そ
うというものである。
グループ６：学習者に達成感や自信を持たせるため
に音読させる
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学習者がクラスの中で文章を音読することで日本語
学習に対しての達成感を得たり、人前で外国語として
の日本語を発話したりすることに自信を持つことがで
きるように音読をさせる、という学習者への心理的な
配慮を目的としたグループである。内容を理解させる、
正しく読ませる等の教師側の要求よりも学習者側の満
足感を優先した音読のさせ方であると言える。
全体としては、学習者の＜気づきを促す＞という目
的が83.6％、＜内容理解＞を目的とした音読が67.2％
と、日本語力の向上を目指すために音読をさせる教師
が大部分を占めていた。また、教師のチェックのため、
つまり一人一人の学習者の学習状況の把握のために音
読をさせるという教師も４割以上いる。さらに、＜ク
ラス運営上のテクニック＞という日本語習得を直接の
目的とはしていない音読のさせ方も約３分の１に上っ
た。一方、＜体感・体得させる＞という、具体的な学
習項目を習得させるという目的ではなく、声に出して
読むこと自体を重視する目的の音読も３割近くを占め
た。グループごとの割合を合計すると100％以上にな
ってしまうのは一人の教師の回答から複数の目的が顕
現したためである。このことは教師が学習者の音読と
いう行為をクラス授業の流れの中で状況に応じて異な
る目的で使い分けていることを示している。
３－３ 学習レベルと音読の目的との関係
学習レベルと音読の目的にはどのような関係がある
のか。３－２で示したグループを中心に初級、中級、
上級のレベル別の特徴について分析した。
初級では、文字を音声化することで発音や漢字の読
みなどを確認させるという回答が多くを占め、特に授
業のはじめ（読解文章を初めて見た時）に音読をさせ
るというのが顕著である。これは初級レベルにおいて
は、ひらがな、かたかな、漢字を覚え、文字の正確な
発音を習得することが重要な要素になるためと考えら
れる。また、初級では新しい語彙や文型・文法につい
ての学習が済んだ後に長文を読ませることが多く、そ
の文章はそれまでの既習の日本語だけで書かれてい
る。このため読解授業では文章内容の理解だけでなく、
文法、表現、新出の漢字の確認も大切な学習とされる。
したがって、本調査の結果は教師が学習者に既習の項
目を確認しながら音読することを期待していることを
示していると言えよう。また、＜内容理解＞を目的と
した音読は授業開始時にはあまり行われず、教材を読
み進めながら、及び授業の終了時に読ませるという回
答が多かった。以上のことから、初級における音読は、
読解文章を初めて見た時にはまず内容理解よりも既習
事項と文字、発音の確認に重点がおかれ、内容理解の
ための音読は授業を進めながら、そして授業終了時に
行われることが多いということがわかった。
中級では、初級や上級でも最も多かった＜気づきを
促す＞の回答がさらに多くなる。音声による確認を読
解文章を初めて見る授業開始時及び授業を進めながら
行うという回答が多く、特に漢字の読みを確認させよ
うとする目的が目立つ。これは、中級レベルでは書き
言葉の学習が中心となり、初級に比べ読解に必要な漢
字語彙が格段に増えるため、読める漢字と読めない漢
字とを確認させようという教師の考えの現れと思われ
る。＜内容理解＞は読解文章の学習を終えた授業の終
了時に最も多い。中級では文章を読み進めながら新出
語彙や新しい文法が現れるたびに確認・解説をしてい
くため、内容の理解は断続的に行われる。そのため、
授業の終了時に改めて音読させながら通読することに
より、文章全体の話の流れや内容を確認させようとい
う意図であると思われる。以上、中級では音読により、
常に漢字の読みの確認をさせ、精読後に内容理解の確
認をさせようとしていることが多いということがわか
った。
上級では、音声による確認のために授業の開始時に
音読をさせるというものが最も多く、特に漢字の読み
を確認させようとする目的が目立つが、これは授業が
進むにつれて行われなくなっていく。このことは上級
では新聞や雑誌などを加工せずに利用した生の教材が
増え、難解な漢字語彙も多くなり、授業のはじめにそ
の読み方を確認しておく必要があるためと考えられ
る。＜内容理解＞のための音読は、授業中の読ませる
時点による違いは見られず、初めて教材を目にした場
合も授業を進めていく時も、授業の最後にも行われて
いる。論理的な思考が要求される読み物を用いて学習
者の意見を問うことが増えるので、読解を進めながら
の内容理解は必須のことである。したがって、上級レ
ベルでは授業中のいかなる時点においても音読をする
時は内容理解をしながら読むことを学習者に対し教師
は期待しているのだと考えられる。＜教師のチェッ
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ク＞は授業のはじめに読解文章を初めて見た時に集中
している。これは、上級レベルになると教材のタイプ
によって難度が異なるため、クラスの中で学習者が初
見の教材をどのくらい読めるのか、また個々の学習者
にどのくらいの差があるのかまず把握する必要があ
り、その結果によっては教師の授業の進め方も変わっ
てくるためであると思われる。＜クラス運営上のテク
ニック＞は授業開始時や終了時に比べ、授業を進めて
いく際に用いられることが顕著に多くなっている。こ
れは、現在どこを学習しているのか文章に集中させた
り、音読でクラスを活性化させたりすることが重要で
あるためと考えられる。以上、上級では授業の開始時
にどのくらい読めるのかを学習者自身に確認させた
り、教師が把握したりする目的でまず音読させ、内容
理解のために授業中は随時音読を行い、クラス授業を
進めるための手段としてもよく音読を用いることがわ
かった。
なお、＜体感・体得させる＞という目的については
特にレベルによる差は見られなかったが、どのレベル
においても授業終了時に集中していることがわかっ
た。これは、語彙や内容、文字の読み方すべてが理解
された後に音読をすることで、日本語らしい自然な読
み方に近づけ、文章をより深く味わわせようという教
師の考えを示すものであると推測される。
３－４ 音読のマイナス面との対比
１で述べたように、英語教育において音読は意義が
明確にされておらず、音読の効果についても賛否両論
がある。日本語教育においても同様である。小川
（1991）16は、文章を視覚的に認識していくプロセスを
無意識に支えているのは音を知っているということで
はないかと考え、精読で音を確認した後で速読を組み
込んでゆくカリキュラムが情報の記憶、読解力の養成
に効果的であると述べている。一方、岡崎（1996）17は、
読解授業において音読をすると言語能力のそれほど高
くない学習者ほど黙読に比べ内容理解が落ちると述べ
ている。また、音読をさせると特に中級以降、学習者
の関心が意味理解より発音やイントネーションに向け
られるようになるとも述べ、音読中心の授業には批判
的立場をとっている。
足立・鎌田・茂住（2002）18では、日本語教師が考え
る音読のマイナス面の有無と、その理由を報告した。
本報告では９割以上の日本語教師がクラス授業で音読
を行っている中で、４割の教師はマイナス面があると
思いつつ学習者に音読をさせていたことを明らかにし
た。本稿では、今回の分析で明らかになった音読の目
的と、前報告による日本語教師の考えるマイナス面に
ついて比較、対比を行う。
１は、３－４の冒頭でも示したように、音読が内容
理解を進めるのか妨げるのかという意見の対立であ
る。現場の教師の経験からも、この命題に対する見解
は分かれている。また「文字だけで理解できなくなる」
というのは、文章読解の際に音読を習慣化することで、
その学習者が声に出して読まないと内容理解ができな
くなる、つまり黙読だけでは内容理解ができなくなっ
てしまうことへの懸念である。
２はクラス授業で音読をさせることで、より学習者
を授業にひきつけることになるのか、あるいは逆に、
活気や緊張感をなくしてしまうことになるのかという
音読の用い方に対する、全く異なった意見の現れであ
る。
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１：内容理解の面での対立
16 小川貴士（1991）「読みのストラテジー,プロセスと上級の読解指導」『日本語教育』75
17 岡崎眸（1996）「読み方の指導―ボトムアップ的読み方から相互交流的読み方へ―」『お茶の水女子大学人文科学紀要』49
18 P37脚注14の文献に同じ
２：クラス運営上での対立
３は、クラスメートの前で教材を声に出して読むこ
とが、学習者にとって心理的にプラスの効果をもたら
し、さらなる日本語学習を促すことができるという考
えと、音読をさせたために心理的にはかえってマイナ
スになり、その後の日本語学習に悪影響を与えてしま
うのではないかという教師の懸念との対立である。
４は、滑らかに読むことが日本語の習得に役立つと
考える教師がいる一方で、ただ滑らかに読むだけでは
日本語の習得にはならず、さらに、読むことに対して
学習者が誤解することを危惧する教師がいることを示
している。
５は、音読する本人ではなく、その音読を聞かされ
る学習者側がそれをどのように受けとめるかについて
教師の意見が分かれていることを示している。一方は、
クラスの他者の音読を聞きながら学習者が自分の未習
得部分に気づくことを期待している。しかし、もう一
方は、他者の音読を聞く学習者には何の効果もなく、
かえって悪影響があるのではないかと考えている。
以上、本調査では、１）内容理解と音読との関係に
おける意見の対立、２）音読をクラス運営上用いるこ
とでの功罪、３）学習者の学習意欲への影響、４）
「滑らかに読む」ことに対する教師と学習者との意識
の異なり、５）クラス内での他者の音読を聞くことに
意義があるのか、という５つの点で際立った意見の対
立が見られた。
4. まとめと考察
本調査により明らかになった、教師の経験則に基づ
く読解のクラス授業における音読の目的をまとめると
以下のようになる。
１）音読は、＜気づきを促す＞＜内容理解＞＜教師
によるチェック＞＜クラス運営上のテクニッ
ク＞＜体感・体得させる＞＜心理的援助＞とい
う目的で行われている。
２）学習レベルによって音読の目的には違いが見ら
れる。
３）内容理解と音読の関係、クラス運営のために用
いる音読、学習意欲への影響、「滑らかに読む」
ことに対する教師と学習者の意識、他者の音読
を聞くこと、という５つの点で意見の対立が見
られた。
以上、音読に対する教師の目的意識の多様な様相が
明らかになったが、これらからは読解クラス授業にお
ける教師の教授行動が窺われ、さらにそれに対する疑
問が浮かび上がってくる。
第１に、学習者に音読をさせるという教師の行動は
必ずしも一様ではない。本稿の調査結果からは、読解
授業の始め或いは終わりに、また学習レベルによって、
必ず音読をさせる教師とさせない教師がいることがわ
かる。さらに、音読をさせると答えた場合でも、＜気
づきを促す＞目的なら教師は学習者の誤った読みを一
語一句訂正するであろうし、＜心理的援助＞が目的な
ら必ずしもすべてを訂正しない場合もあろう。ま
た、＜体感・体得＞が目的の場合、一度だけではなく
繰り返し読ませる教師もいるということが窺われる。
このように音読のさせ方にはかなりのばらつきがある
が、それは学習者側にはどのように受け止められるの
だろうか。
第２に、学習者のどのような音読が教師にとって満
足のできる音読なのかという点である。発音や区切っ
て読む場所が正しければいいのか、日本語母語話者の
ように流暢に読めるようになることを求めるのか、或
いは文章の内容が理解されていることが教師側に伝わ
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３：心理面での対立
４：「滑らかに読むこと」についての対立
５：他者の音読を聞く学習者についての対立
ってくるような音読（それがどのような音読かはわか
らないが）を求めるのか、音読の巧拙の判断は様々で
ある。
第３に、学習レベルにより音読の目的が異なると考
えている教師、また、読解授業の始めと終わりとでは
音読の目的は異なると考えている教師が多いが、音読
をさせる学習者にその度ごとに目的の提示やフィード
バックをしているのだろうかという疑問も浮かぶ。＜
気づきを促す＞＜内容理解＞＜体感・体得＞という目
的の場合は音読をさせる際にその目的をきちんと明示
する必要があるのではないだろうか。
第４に、これらの目的を達成するために、クラス授
業の中で教師はすべての学習者に音読をさせているの
だろうかという点も疑問である。限られた授業時間の
中で、一人ないしは数人に音読をさせることで、指示
された学習者の学習状況はある程度つかめたとして
も、それがクラス全体の学習者に共通したものとは考
えにくい。それとも一人ないしは数人の学習者の音読
をサンプルとして、クラス全体の状況を把握できると
考えているのだろうか。
第５に、時間の都合上授業中に音読をクラス全員に
させることができないのなら、＜気づきを促す＞＜内
容理解＞＜体感・体得＞のための音読を自宅学習とし
て課すことが求められるとも考えられるが、実際にそ
こまでさせているのかという点である。３－４でも述
べたように、音読をさせると「時間がかかる」「聞く
側がだれる」等、クラス運営上マイナスであると感じ
たり、「自信をなくす」「時間の無駄と感じる」という
学習者の心理面への懸念、また、クラス内で他者の音
読を聞く学習者にはかえってマイナスの影響があると
感じているなら、音読を自宅でさせることで、それら
の弊害は避けられ、音読の良い面がより活かされるこ
とになる。しかし、これらの音読についてのマイナス
面を挙げた教師達は、学習者に対し、自宅で音読をす
るよう果たして積極的に働きかけているのだろうか。
このように、音読に対する目的意識から浮かび上が
ってくる教授行動に対する疑問からはさらに、音読と
いうものを全く疑問視することなく語学教育現場の
「常識」とする教育観が窺われる。ということは今回
の調査で集められた回答は、現場の教師達の音読に対
する単なるイメージに過ぎないのではないか。実際、
調査回答者の９割は読解授業で音読をさせており、
３－４の冒頭で引用したように、そのうちの４割は音
読をさせることでの学習者へのマイナス面を懸念しつ
つも音読をさせていた。そして残りの５割は音読をさ
せることでの弊害はないとして、積極的に音読をさせ
ていた。これだけの教師が音読をさせているという事
実はつまり、音読を読解授業で行うことが「常識」と
なっていることの現れではないだろうか。また、「文
意・内容の確認」など＜内容理解＞のために音読を行
うと答えた教師が全体の７割近くいたが、これらの教
師が学習者の音読によりどのようにその理解を確認す
るのかは全く明らかではない。内容を音読で確認でき
ると考えるのは教師の印象に過ぎず、主観的なもので
ある。しかし、このような体験知を７割の教師が持っ
ているという事実は、文章理解を目的とする読解授業
において音読をさせることが「常識」となっているこ
とを顕著に示していると言えよう。
そこには、教師自らが過去の国語教育や英語教育、
或いはその他の外国語教育を受けた際に、教師から音
読を指示された経験があり、語学学習では音読をする
ものだという「常識」が根づいてしまったとも考えら
れる。一方、日本語学習者の方も、過去の学校教育に
おける言語学習場面でくり返し音読をさせられた経験
があることは充分考えられる。このように、指示をす
る側にもされる側にも同様な「常識」が存在するため、
クラス授業において教師・学習者双方が何の疑問もな
く漫然と音読を行っているとは考えられないだろう
か。そして、このように音読が「常識」となった状況
では、教師間で音読をどのように、どんな目的を持っ
てさせているか、あるいはさせるべきかどうかについ
て話し合われることもなく、周りの教師も皆自分と同
じようにしているのだろうとそれぞれの教師が思い込
んでいるのではないだろうか。
このようなことから、今後の課題として考えられる
のは①音読についてのこのような「常識」を問い直し、
一つ一つの効果を科学的に検証して行くこと、②音読
の可否や音読の用い方について、教室活動を見直して
いくこと、③音読という行為に学習者のどのような主
体的な取組みが求められるのかを明らかにすることで
ある。①のためには、音読をした集団としない集団と
の間に日本語習得の差が現れるかどうか、つまり、内
容理解や記憶の強化の面、また発音の習得等について、
それぞれ実験的な検証を行わなければならない。②の
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ためには、読解授業の流れの中で、どの時点でどのよ
うに学習者に指示を与えて音読をさせるのかについ
て、チームティーチングをしている教師間の具体的な
話し合いや、目的の共有化を図ることが求められる。
③のためには、学習者の意識調査を行うなどして、学
習者側からの視点を取り入れたものを考えていく必要
があろう。
以上のような検討を通じ、音読という方法が日本語
教育の中でどのように活かされるべきかを示していき
たいと考えている。
謝辞：本研究は、多くの日本語教師の協力を得て行
われた。ここであらためて感謝の意を表した
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